
平成１９年９月１４日 
東日本高速道路（株）関東支社 木更津工事事務所 

国土交通省 関東地方整備局 千葉国道事務所 

 

南房総地域への観光客が大幅に増加 

～館山自動車道全線開通２ヵ月後の整備効果～ 
 
７月４日（水）の館山自動車道君津インターチェンジ（ＩＣ）から富津中央ＩＣ間の開通により館

山自動車道が全線開通し、２ヵ月が経過しました。 

このたび、高速道路及び並行する一般道の交通状況や整備効果を取りまとめましたのでお

知らせします。 

 
■ 新しく開通した君津ＩＣから富津中央ＩＣ間では、１日当たり平均約１１，８００台、最大で約２５，

０００台のご利用がありました。これによって、これまで開通している区間の交通量も約３６～７

０％増加しました。 
 

■ 一般国道１２７号から高速道路に交通が転換し、一般国道１２７号の交通量が約１３～３６％

減少しました。 
 

■ 夏の観光シーズンに渋滞の激しかった一般国道１２７号佐貫交差点の渋滞が、ほぼ解消しま

した。また、事故件数も約７３％減少しました。 
 

■ 東京から館山までの旅行時間が約９０分へと約４３分短縮しました。 
 

■ 南房総地域の海水浴場では、来場者数が約１５％増、道の駅では約１７％増など、観光客が

大幅に増加しました。 
 
■ 館山市域から第三次医療機関である君津中央病院への搬送時間が約１２％短縮しました。 
 
■ 館山道の全線開通前に比べ、高速バスが１３便増加され、増便後は利用客も約６７％増加し

ました。 
 
■ 館山道全線開通の効果に関するお客さまや地元の方からの「声」(抜粋)は次のとおりです。 

『今までは帰宅時間を気にしていたが、高速道路が完成したので帰りを気にせずゆっくり遊べた。』 

『一般道を利用していたときは活魚の生存率は７～８割であったが、全通後は館山道を使うように

なり９割以上確保できるようになった。』 

 

お問い合わせ先 

【報道関係者専用】   

高速道路関係問い合わせ先  

ＮＥＸＣＯ東日本関東支社 木更津工事事務所 工務課   ＴＥＬ０４３８－２２－５３４０ 

一般国道関係問い合わせ先  

国土交通省関東地方整備局 千葉国道事務所  計画課 ＴＥＬ０４３－２８７－０３１４ 
 

本資料については、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会、国土交通省交通運輸記者会、

竹芝記者クラブ、横浜海事記者クラブ、神奈川建設記者会、神奈川県政記者クラブ、都庁記者クラブ、千

葉県政記者クラブにお配りしています。 



 

 
 
高速道路の交通状況①（君津～富津中央） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎一日平均約11,800台、最大約25,000台が利用 

・開通から８月31日までの期間では、１日当たり約11,800台がご利用されました。 

・平日（月～金）では１日当たり約 10,300 台、休日（土日祝）では約 15,700 台と平日

に比べ約1.5 倍の交通量になっています。 

・また、この期間内において交通量が最も多かったのは８月１２日の、約25,000台でした。
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※平均交通量とは、開通の翌日から８月３１日までの君津ＩＣ～富津

中央ＩＣまでの日交通量の平均値 
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高速道路の交通状況② 

 
 
 
 

◎高速道路ネットワークの完成により交通量が大幅に増加 

・すでに開通していた区間では、交通量が約３６～７０％増加しました。 

・この結果、木更津南ＪＣＴ以南の高速道路の利用（総走行台㌔）が、約９６％増加しました。 
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※総走行台㌔とは、各ＩＣ間の

断面交通量に区間長を乗じ

た値の累計をいい、総利用量

を表す。 

 
３ 
※開通前：平成18年７月５日～８月３１日 

開通後：平成19年７月５日～８月３１日 
君津～富津中
木更津南ＪＣＴ以南の総走行台㌔
富津竹岡～富津金
鋸南富山～富浦
富津中央～富津竹
木更津南ＪＣＴ～君津
11,80
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237,300
10,10
7.900
7,000



 
 
 

一般道の交通状況① 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

◎一般国道１２７号から高速道路へ交通が転換 
・今回開通した区間では、並行する一般国道127号から高速道路に交通が転換し、一般国道 

１２７号の交通量が約36％減少しました。 

・すでに開通していた区間についても、一般国道127号の交通量が13～24％高速道路に転

換し、高速道路と一般国道127号との交通量の分担率は、開通前に比べ高速道路の割合が 

増加しています。 
  

  
高速道路と一般国道127号の交通分担
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館山道・富津館山道路 

 

一般国道１２７号 

9,700
 分担率
8,400
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26,50
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21,50
開通前
前

開通前
後
開通
開通後
後開通
開通
※①-①、②-②断面 

開通前Ｈ18年 8月６日（日）７～１９時のＮＥＸＣＯ東日本調査結果

開通後Ｈ19年 8月５日（日）７～１９時のＮＥＸＣＯ東日本調査結果

※③-③断面 

①-①、②-②断面と同日同時間の断面交通量 

（国土交通省・ＮＥＸＣＯ東日本資料より） 
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佐貫交差点付近における事故件数

◎佐貫交差点の渋滞が解消、事故激減 

・週末に交通混雑が激しかった一般国道 127 号の佐貫交差点では、開通前に比べ渋滞が 1,700ｍ

から 300ｍに減少し、ほぼ解消しました。 

・事故件数も１１件から３件に大幅に減少し、安全性が向上しました。 

開通前 開通後

約 73％減少

※開通前、平成 19 年６月 30 日（土）NEXCO 東日本現地調査結果

※開通後、平成 19 年８月 19 日（日）NEXCO 東日本現地調査結果

開通前（平成 19 年６月 30 日） 

 
開通後（平成 19 年７月 22 日） 

 

開通前後の変化 
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ば、１回の信号で通過す

ることが出来るため、渋
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と考えらます。 

※開通前：平成 18 年７月・８月（2 ヵ月）

※開通後：平成 19 年７月・８月（2 ヶ月）

（出典：富津警察署） 

渋滞ほぼ解消！

佐貫交差点における最大渋滞長 
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一般道の交通状況② 



 
 
 

南房総地域への旅行時間が大幅に短縮！ 
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○東京から館山までの旅行時間が約43分短縮 

・ これまでは、君津ＩＣ～富津中央ＩＣ間が未開通であったため、必ず並行する一般国道１２７

を走行しなけらばならなかったが、当該区間の開通により高速道路の連続走行ができるように

り、東京からの旅行時間が約90分、千葉や横浜からは約85分と大幅に短縮（約43分）し

した。 
東京から約90分
 

 

 

 

※開通前とは平成18年５月3

 開通後とは平成19年８月19

６ 
千葉から約85分
横浜から約85分 
間 

行

開通前 

約 50分 

開通後 

約７分
高速道路がつながったことで快適に

けるようになりました 
日にN

日に
約43分短縮！ 
君津ＩＣ～富津中央ＩＣまでの旅行時
EXCO東日本調査結果 

NEXCO東日本調査結果 



 
 
 

南房総地域への観光客が増加し、地域への経済効果が！ 

 
 
 
 

 

・南房総地域の観光客が増加し、高速道路による地域への経済効果が現れています。 

○ 海水浴の来場者は、約15％増加 

○ 高速道路周辺の「道の駅」の利用者は、約17％増加 

○ 一般国道127号沿いの食堂は約21％増加 

 国道 127 号沿いの 

大型飲 用者数 
数 道の 者数
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※開通前：平成１８年８月1～16日集計 

 開通後：平成１９年８月1～16日集計 

（出典 南房総市） 
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※開通前：平成１８年８月集計

 開通後：平成１９年８月集計

（ＮＥＸＣＯ東日本聞き取り）
海水浴場 

a 豊岡海水浴場 

b 原岡海水浴場 

c 多田良北浜海水浴場

d 岩井海水浴場 
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i  南千倉海水浴場 

j  花園海水浴場 

k 和田浦海水浴場 
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 開通
 開通
開通
 開通
道の駅 

①富楽里と

②南房パラ
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開通
海水浴場の来場者
約 15%増加
約 21%増加
約 17%増加
 
※開通前：平成１８年８月集計 

 開通後：平成１９年８月集計 

（出典 南房総市） 
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高速バスの増便と利用客数の増加！  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・館山道の全線開通以降、館山市と首都圏を連絡する高速バスが１３便増加しました。 

・これにより、平成19年 7月～９月初旬の利用客数が約67％増加しました。 
館山と首都圏を連絡する高速バス便数の推移 館山と首都圏を連絡する高速バス路線

 

館山～羽田・横浜線 

(便数)

0

10

20

30

40

50

60

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

（人）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

 

 

  

 

開通後

開通前 

 

※館山～東京線、館山～羽田・横浜線、館山～千葉線

の一日当たり（平日）の片道合計便数 

※平成１９年は９月１０日現在 

 

開通後の高速バス利用について（速報） 
※開通前平成１８年７月１日～９月１０日

※開通後平成１９年７月１日～９月１０日
※上記期間の

線、館山～
約 67%増加
９ 

館山～東京線、館山～羽田・横浜

千葉線の合計利用客数 
１３便増加
48,600
81,000
 
全線開通後、館山と東京間を連絡する高速バ

スは、全線開通の翌日（平成 19 年 7 月 5 日）より

５便が増便され、更に羽田空港・横浜を連絡

する高速バスが平成１９年９月１日より新

たに８便/日（片道）新設し、合わせて13便が

増便となりました。 

これにより、開通前の同年月と比較すると利

用客が約67%増加しています。 

（ＮＥＸＣＯ東日本聞き取り） 
館山～千葉線
館山～羽田・横浜線
館山～東京線



 
 
 

みなさんの声① 

 
 
質問Ｑ．全線開通により南房総地域が身近になりましたか？ 

ＹＥＳ！ ９２％の方が身近になったと回答  

No.8％ 

Yes！92％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 観光客 ４0代 

 
 
 
 
 
 
 観光客 30代 

 
 
 
 

コンビニ店長 40
※南房総地域の観光地聞き込みアンケート（平成１９年８月４日ＮＥＸＣＯ東日本実施）
 
観光客の声 
・今までは渋滞を考えて午前中に帰宅してい

成したので帰りの時間を気にせずゆっくり

・館山道ができたから、南房総まで旅行し

・東京から館山まで遊びに来たが、思っ

（コンビニに来店したお客様の意見）
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たが

遊べ

に

た

 

、高速道路が完

た。 

来た。 

より早く着いた 



 
 
 
みなさんの声② 

 
 
 

・館山道が全通して、大変お客さまが増えた。去年までは、お盆

を過ぎると宿泊のお客様が減っていたが、今年はお盆以降もお

客様が満員の状況です。 

 
 
 
 
 
 
 
 

旅館経営者 ６０代 
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・ 化

 
 商工会 ３0代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市役所職員 50代 

リゾート施設管理者 50代 
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・

 
 
 
 
 

漁業関係者 40代 

漁業関係者 30代 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

首都圏との時間距離が短くなったので、長期間滞在してくれ

旅行者の増加が期待できる。 

館山道の全通を期に定住していただく方が増え、地域が活性

されることを期待しています。 
 道の駅「富楽里とみやま」や海水浴場の入れ込み客数が増えまし
た。 

館山市から君津中央病院への搬送時間が亀田総合病院とほとんど

変わらなくなった 

修学旅行生の申し入れが増加した。 

高速バスが新たに増便され、所要時間も短縮され、利便性が高く

なった。 

・  

・

・

・

 地域が活性化し、宿泊施設の増加を期待したい。
ゴルフ場の利用者の増加が期待できる。 
地元の声 
・業者が活魚を短時間で輸送できるようになった。 

・都心から活魚を求め、直接市場へ買い取りに来る業者さんが

増え高速道路の開通を身近に感じる。 

以前はインターチェンジでの乗り降りなどに時間がかかるた

め、一般道（一般国道127号）を利用していたが、館山道全

通後は高速道路を利用するようになり、大幅に輸送時間が短縮

された。 

一般道を利用していたときは活魚（伊勢えび、スズキ、イカ等）

の生存率は7～8割であったが、全通後は館山道を使うように

なり9割以上確保できるようになった。 

１１ 



～参考資料～ 
から 
東京湾岸周辺地域、房総地域における高速道路料金社会実験実施中  

 
 
 
 

・ 」

 
 
 

（

※

８月２０日より、東京湾岸周辺地域などにおける「ベイ割」と房総地域における「時間帯割引

を実施しています。 
例）東京（京橋ＩＣ）から東京湾アクアラインを経由して館山（富浦ＩＣ）へ９月１５日（日）

の通勤割引適用時間帯に移動する場合の料金は、″３，１５０円″〔ＥＴＣ利用、普通車

（首都高料金７００円＋ベイ割２，４５０円）〕になります。 

アクアルート
現行料金 社会実験

通常料金
アクア
ＥＴＣ割引

第１弾
8月20日～
時間帯割引

第２弾
9月25日～
特定区間割引

第３弾
10月29日～

富　　 里 ５，２００円 ４，５２０円 ３，１００円 ２，６００円 ２，６００円

成　　 田 ５，３５０円 ４，６７０円 ３，２５０円 ２，７５０円 ２，７５０円

成田空港
（新空港）

５，５００円 ４，８２０円 ３，４００円 ２，８５０円 ２，８５０円

大　　 栄 ５，６５０円 ４，９７０円 ３，４００円 ３，０５０円 ３，０５０円

佐原香取 ５，９００円 ５，２２０円 ３，５５０円 ３，３００円 ３，３００円

潮　　 来 ６，１５０円 ５，４７０円 ４，６５０円 ３，５００円 ３，５００円

山武成東 ５，０００円 ４，３２０円 ２，９００円 ２，６００円 ２，６００円

松尾横芝 ５，３００円 ４，６２０円 ３，２００円 ２，９００円 ２，９００円

千 葉 北 ４，５５０円 ３，８７０円 ２，４５０円 ３，８７０円 ２，４５０円

市 　　原 ４，０００円 ３，３２０円 ２，０００円 ３，３２０円 ２，０００円

木 更 津
（木更津北）

３，５５０円 ２，８７０円 １，８００円 ２，８７０円 １，８００円

木更津東 ３，５５０円 ２，８７０円 １，８００円 ２，８７０円 １，８００円

富　　浦 ４，８００円 ４，１２０円 ２，４５０円 ４，１２０円 ２，４５０円

主
要
Ｉ
Ｃ

⇔
浮
島

特
定
区
間
割
引
対
象
Ｉ
Ｃ

 (普通車料金）

※ 首都高の料金は、通常料金（７００円）で算出していますが、走行する時間帯、曜日等によ

り別途割引が適用されます 

東京湾岸周辺地域「ベイ割」社会実験の料金例

【８月１９日

【８月２０日

４

0時

富津館山

料金割引社
房総地域「時間帯割引」社会実験の料金例
 

（日）まで】

（月）から】

６５０円

５０円 ３５０円３５０円 ６５０円 ６５０円６５０
円

4時 6時 9時 17時 20時 24時

道路（富津竹岡ＩＣ～富浦ＩＣ） 普通車の場合 

会実験の詳しい内容は、ＮＥＸＣＯ東日本ＨＰをご覧ください。 


